
　この調査は、平成13年度から実施し今後の区の農業施策の参考とするとともに、各種統計データとして活用することを目的とし

て実施したものです。調査方法は、東京中央農業協同組合田園調布支店・馬込支店の協力を得て、区内の農家（植木栽培を含む）

と思われる世帯を選定し、調査票を送付し、記入返送を求める方式としました。

　この調査において農家とは、①経営耕地面積（本人及び家族が実際に耕作している自作地の合計）が10アール（1,000㎡)以上の

世帯。または、②経営耕地面積に関係なく、昨年の農産物販売額が15万円以上の世帯をいいます。
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この調査は、今後の区の施策の参考とするとともに、東京都作物生産状況調査などの各種統計データとして活用することを目的としたもので、

平成13年度から実施しています。

調査方法は、東京中央農業協同組合田園調布支店・馬込支店の協力を得て、区内の農家（植木栽培を含む）と思われる世帯を選定し、調査票

を送付し、記入返送を求める方式としています。
この調査において農家とは、①経営耕地面積（本人及び家族が実際に耕作している自作地の合計）が10アール（1,000㎡)以上の世帯。または、
②経営耕地面積に関係なく、昨年の農産物販売額が15万円以上の世帯をいいます。
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◎販売額が未回答及び無しの世帯も、耕地面積が1,000㎡以上ある場合は合算しています。
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